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12
月
13
日
、
日
本
共
産
党
岩
手
県

委
員
会
と
県
議
団
は
達
増
拓
也
知
事
に

対
し
「
２
０
２
２
年
度
岩
手
県
予
算
に

関
す
る
申
し
入
れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」「
東
日
本
大
震

災
津
波
か
ら
の
復
興
」「
県
民
の
命
と

く
ら
し
を
守
る
新
た
な
県
政
め
ざ
し

て
」―
の
三
部
構
成
で
す
。 

 

菅
原
則
勝
県
委
員
長
は
、
岸
田
政
権

は
国
民
の
願
い
に
背
を
向
け
、
新
た
な

大
軍
拡
を
狙
っ
て
い
る
と
批
判
。
県
民

の
命
と
く
ら
し
を
守
る
県
政
の
役
割

は
ま
す
ま
す
重
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

申
し
入
れ
で
は
、
感
染
再
拡
大
防
止

へ
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
前
倒

し
で
進
め
、「
ワ
ク
チ
ン･

検
査
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
無
料
検
査
の
対
象
者
や
期
限
を

拡
充
す
る
べ
き
だ
と
強
調
。
病
床
と
と 

 

部
長
と
し
た
県
の
体
制
構
築
を
図
る
べ

き
と
強
調
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
施
策
で

は
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

導
入
を
提
起
し
ま
し
た
。 

 

憲
法
９
条
改
憲
反
対
や
オ
ス
プ
レ
イ

飛
行
訓
練
中
止
も
求
め
ま
し
た
。 

 

達
増
知
事
は
、「
各
施
策
に
つ
い
て
は 

達増知事(左から３人目)に申し入れる(右から)吉田恭子副委員長、高
田県議、菅原県委員長、斉藤県議、千田県議（１２月１３日） 

 

も
に
、
医
師･

看
護
師
の
確
保
を
求
め

ま
し
た
。 

  

大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、

現
場
に
寄
り
添
っ
た
施
策
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
し
っ
か
り
県
の
予
算
を
準
備
す

る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
て
も
言
う
べ
き

こ
と
を
言
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
答
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
県
営
災
害
公
営
住
宅
で
暮
ら

す
「
収
入
超
過
者
」
の
収
入
基
準
額
を

本
年
４
月
か
ら
引
き
上
げ
る
条
例
改

正
案
も
可
決
し
ま
し
た
。
現
行
で
は
災

害
公
営
住
宅
に
入
居
後
４
年
目
以
降
、

月
収
が
15
万
８
千
円
を
超
え
て
い
る

場
合
、
段
階
的
に
割
増
家
賃
が
発
生
。

改
正
案
は
基
準
額
を
月
収
25
万
９
千

円
に
引
き
上
げ
、
働
き
盛
り
や
子
育
て

世
代
の
家
賃
軽
減
を
図
り
ま
す(

70

世
帯
が
対
象)

。
例
え
ば
「
３
Ｄ
Ｋ
、

月
収
20
万
円
、
入
居
後
６
年
目
」
の

場
合
、
月
７
万
７
４
０
０
円
の
家
賃
が

４
月
か
ら
月
４
万
３
２
０
０
円
に
減

額
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
条
例
改
正
案
で

は
、
入
居
後
５
年
が
経
過
し
た
時
点
で

月
収
が
31
万
３
千
円
を
超
え
る
「
高

額
取
得
者
」
に
退
去
を
求
め
る
措
置
は

「
行
わ
な
い
」
と
し
ま
し
た
。 

 

最
終
本
会
議
で
は
、「
い
わ
て
旅
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
隣
県
の
県
民
に

も
対
象
を
拡
大
し
１
月
末
ま
で
延
長

す
る
補
正
予
算
、「
ワ
ク
チ
ン･

検
査
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
を
利
用
す
る
の
に
必
要
な 

本会議で議案質疑に立つ斉藤県議(１２月３日) 

 

12
月
県
議
会(

11
月
25
日
～
12

月
８
日)

で
は
、
高
田
一
郎
県
議
が
一
般

質
問
に
立
つ
と
と
も
に
、
斉
藤
県
議
が

議
案
に
対
す
る
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
高
齢
者
世
帯･

障
が
い
者
世
帯･

ひ
と
り
親
世
帯
で
非

課
税
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
世
帯
を

対
象
に
、
市
町
村
が
行
う
光
熱
費
や
防

寒
用
品
等
の
助
成
に
対
し
県
が
２
分

の
１
補
助
を
行
う
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
全
33
市
町
村
で

実
施
さ
れ
ま
す
。 

検
査
を
無
料
で
実
施
（
３
月
ま
で
）
す

る
た
め
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

 

 
10
年
９
ヶ
月
余
が

経
過
し
た
東
日
本
大

震
災
津
波
か
ら
の
復

興
の
課
題
で
は
、
災
害

公
営
住
宅
で
孤
独
死

が
増
え
続
け
て
お
り
、

心
の
ケ
ア
対
策
の
継

続
、
「
い
わ
て
被
災
者

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
体

制
強
化
、
集
会
所
へ
の

生
活
支
援
相
談
員
配

置
は
欠
か
せ
な
い
と

訴
え
ま
し
た
。 

 

総
選
挙
で
も
争
点

と
な
っ
た
気
候
危
機

打
開
で
は
、
知
事
を
本 

◇３回目のワクチン接種を、前倒しを含めて早期･確実に進め
ること。県としても集団接種に取り組むこと。 

◇「いつでも､どこでも､無料で」ＰＣＲ検査が受けられるよう、
検査センター・検査体制を確立すること。 

◇被災者が経済的な理由で必要な医療が受けられなくなるこ
とがないよう、実態調査を含め具体的な対策を講じること。 

◇５０戸以上の災害公営住宅集会所に支援を配置し、コミュニ
ティ確立に特別の支援を講じること。 

◇高すぎる国保税は引き下げ、子どもの医療費助成は高校卒業
までの現物給付化を早期に実施すること。 

◇気候危機打開へ、知事を本部長とする全庁的な推進本部を設
置すること。 
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   【
11
月
】 

13
日 

岩
手
県
母
親
大
会
、
外
柳
さ
ん
の

囲
碁
新
人
王
戦
優
勝
祝
賀
会 

15
日 

菊
池
副
知
事
に
オ
ス
プ
レ
イ
参
加

の
日
米
共
同
訓
練
中
止
求
め
る
申

し
入
れ
、
議
運
、
議
案
説
明
会 

16
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

18
日 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
に
つ
い
て
の
説
明
会
（資
源

エ
ネ
庁
・東
電
） 

19
日 

奥
州
市
議
選
政
策
検
討
会 

20
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

22
日 

県
議
団
一
関
調
査
（市
商
工
会
議

所
、
市
役
所
、
社
会
福
祉
法
人
、
県

立
磐
井
病
院
） 

24
日 

議
運
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
委
員

会 

25
日 

議
運
、
12
月
県
議
会
開
会 

27
日 

い
わ
て
復
興
未
来
塾
（陸
前
高
田
市

一
本
松
ホ
ー
ル
） 

 【
12
月
】 

1
～
3
日 

本
会
議
・一
般
質
問 

3
日 

高
田
県
議
一
般
質
問
、
斉
藤
県
議

が
議
案
に
対
す
る
質
疑 

5
日 

再
発
防
止「
岩
手
モ
デ
ル
」に
関
す

る
懇
談
会
、
城
東
地
区
９
条
の
会 

6
日 

文
教
委
員
会 

8
日 

最
終
本
会
議
（斉
藤
県
議
が
議
案
に

対
す
る
質
疑
、
高
田
県
議
が
意
見

書
案
第
１
号
へ
の
賛
成
討
論
） 

9
日 

「
日
米
共
同
訓
練
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ

参
加
の
中
止
を
求
め
る
緊
急
要

請
」（憲
法
改
悪
反
対
岩
手
県
共
同

セ
ン
タ
ー
な
ど
３
団
体
）に
同
席 

11
日 

連
続
講
座「
岩
手
の
再
生
」―

新
型

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
医
療
・保
健
の
現

状
と
課
題 

12
日 

東
日
本
大
震
災
津
波
救
援
・復
興

岩
手
県
民
会
議
第
11
回
総
会 

13
日 

達
増
知
事
に「
２
０
２
２
年
度
岩
手

県
予
算
」に
関
す
る
申
し
入
れ 

14
日 

岩
手
県
母
親
大
会
連
絡
会
が
菊
池

副
知
事
に
要
望
・各
部
局
要
請 

15
～
17
日 

地
球
温
暖
化
・エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
特
別
委
員
会
調
査
（北
海
道
ニ

セ
コ
町
、
札
幌
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
室
蘭
市
） 

18
日 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
い
っ
せ
い
宣
伝
、
講

演
会「
気
候
危
機
を
乗
り
越
え
る
」 

27
日 

第
１
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

 

12
月
６
日
、
不
来

方
高
校
バ
レ
ー
部
員

の
自
死
事
件
に
か
か

る
第
三
者
委
員
会
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え

た
、
再
発
防
止
「
岩
手

モ
デ
ル
」
策
定
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
し
た
。 

 

当
時
の
顧
問
教
師

に
よ
る
暴
力
・
暴
言
が 

る
」「
鍵
を
投
げ
つ

け
ら
れ
る
」
と
い

っ
た
バ
レ
ー
部
員

の
陳
述
書
を
紹
介

し
、
顧
問
教
師
に

よ
る
暴
力･
暴
言

が
日
常
的
に
、
被

害
生
徒
の
学
年
だ

け
で
な
く
数
年
に

わ
た
り
行
わ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い

か
と
厳
し
く
指
摘

し
ま
し
た
。
陳
述

書 

  

前
任
校
の
盛
岡
一
高
で
も
行
わ
れ

て
お
り
、
学
校
と
県
教
委
の
対
応
に

つ
い
て
追
及
し
ま
し
た
。
被
害
生

徒･

保
護
者
か
ら
の
訴
え
が
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
ま
と
も
な
調
査
が

行
わ
れ
ず
に
、
裁
判
に
訴
え
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
と
強
調
。
裁
判
の
中
で

は
、「
髪
を
つ
か
ま
れ
て
壁
に
激
突

さ
せ
ら
れ
る
」「
繰
り
返
し
怒
鳴
り

な
が
ら
平
手
打
ち
を
し
た
」「
日
常

の
練
習
で
ボ
ー
ル
を
顔
に
ぶ
つ
け

る 

 

道
部
顧
問
に
追
い
詰
め
ら
れ
部
員
が

自
殺
し
た
事
件
で
は
懲
戒
免
職
処
分

と
な
っ
て
い
る
事
例
を
示
し
つ
つ
、

遅
く
と
も
年
度
内
に
は
厳
正
な
処
分

を
行
う
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

佐
藤
博
教
育
長
は
「
調
査
が
進
み

次
第
し
っ
か
り
判
断
し
て
対
処
し
て

い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

書
が
証
拠
採
用
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
顧
問
教
師
の
処
分
は
わ
ず
か
「
減

給
１
ヶ
月
」
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
ま
ま

顧
問
教
師
を
不
来
方
高
校
に
異
動
さ

せ
て
第
二
の
悲
劇
を
引
き
起
こ
し
た

県
教
委
の
対
応
を
批
判
。
沖
縄
県
で
柔

道 

申
し
入
れ
で
は
、
県
が
政
府
と
米

軍
に
▽
事
故
多
発
の
オ
ス
プ
レ
イ
が

参
加
す
る
同
訓
練
の
中
止
を
迫
る
▽

オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
国
内
外
の
事
故

発
生
の
状
況
と
原
因
を
明
ら
か
に
さ

せ
る
▽
県
内
上
空
の
訓
練
の
実
態
を

把
握
す
る
▽
国
内
法
無
視
の
低
空
飛

行
訓
練
を
な
く
す
た
め
に
日
米
地
位

協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る

―

こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。
応
対
し

た
菊
池
哲
副
知
事
は
「
趣
旨
は
認
識

し
て
い
る
。
県
民
の
安
全
を
守
る
た

め
、
東
北
防
衛
局
へ
要
請
し
た
」
と

答
え
ま
し
た
。 

雫石町の上空を飛行するオスプレイ(１２月４日、
住民提供) 

 

11
月
15
日
、
オ
ス
プ
レ
イ
参
加
の

日
米
共
同
訓
練
の
中
止
を
求
め
る
緊

急
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(１２月６日) 

 

 

菊池副知事らに要請する母親連絡会のみ
なさんと同席する県議団（１２月１４日） 

米
軍
再
編
に
よ
る
訓
練
移
転
の
名

の
も
と
、
オ
ス
プ
レ
イ
も
参
加
し
た
訓

練
が
12
月
４
日
～
17
日
ま
で
岩
手

山
演
習
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
が

実
施
さ
れ
て
以
降
、県
内
で
は
オ
ス
プ
レ

イ
の
低
空
飛
行
訓
練
の
目
撃
情
報
が
急

増
。
雫
石
町
で
は
12
月
４
日
午
前
10

時
20
分
す
ぎ
、
上
空
で
激
し
い
飛
行
訓

練
を
繰
り
返
す
オ
ス
プ
レ
イ
２
機
が
目

撃
さ
れ
、
住
民
が
撮
影
し
ま
し
た
。
12

月
６
日
に
は
盛
岡
市
上
空
で
も
目
撃
さ

れ
、
一
関
市
花
泉
町
、
紫
波
町
、
軽
米
町

な
ど
で
も
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１月１９日（水）午後６時～ 

２月１６日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

みなさんに国会に送っていただ

いてから、東京電力福島第一原発事

故で被害にあった方々の声を国会

で届けてきました。「国と東京電力

は、被害者の生活と生業の再建に最

後まで責任を果たせ」「原発ゼロの

決断を」と迫り続けてきました。 

原発ゼロを実現するためにも、そしていま世界的

に大問題になっている気候危機を打開するために

も、地域と共生する再生可能エネルギーの導入が必

要です。引き続き、気候危機打開のために、力を尽

くしてまいります。 

コロナ禍の下で、いのちも暮らしも生業も、「守

るのは自己責任だ」といって押し付ける自民党・公

明党の姿があらわになってきました。いのちと暮ら

しを守る政治への転換を、憲法が暮らしに生きる社

会の実現を。そのために、みなさんと力を合わせて

まいります。 

11
月
18･

19
日
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
を
海
洋
放
出
す
る
政
府
方
針
に
つ
い

て
、
盛
岡
市
と
宮
古
市
で
県
主
催
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
東
京
電
力
担

当
者
の
説
明
に
対
し
、
参
加
者
か
ら
は

「
タ
ン
ク
に
保
管
し
続
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
」「
健
康
被
害
は
な
い
と
言

え
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
や
不
安
の
声

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

県
議
団
・
宮
古
市
議
団
も
参
加
者
と

し
て
発
言
し
、「
漁
民
と
の
約
束
を
破
っ

た
の
は
政
府
だ
」「
海
洋
放
出
に
よ
ら
な

い
技
術
開
発
を
」「
タ
ン
ク
増
設
の
敷
地

は
十
分
に
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

12
月
14
日
、
岩
手
県
母
親
大
会
連

絡
会
は
達
増
拓
也
知
事
に
た
い
し
、
第 

66
回
県
母
親
大
会
の
決
議･

宣
言
に

基
づ
く
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

 

重
点
項
目
と
し
て
、
県
立
病
院
の

産
科
医
確
保
に
今
ま
で
以
上
に
取
り

組
み
、
釜
石
病
院
の
分
娩
再
開
を
め

ざ
す
な
ど
、
医
療
体
制
の
拡
充
を
要

求
。
ま
た
県
立
高
校
の
男
子
バ
レ
ー

部
員
が
教
員
の
暴
力･

暴
言
を
受
け

自
殺
し
た
事
件
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
、
県
と
し
て｢

部
活
動
暴
力
根
絶
宣

言｣

を
あ
げ
る
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。 


